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所属学会（役職）

【2015年度実績】

１．研究業績

著作・論文・学会発表等の名称 単著・共著の別

(1)発行所、全ページ数
(2)雑誌名、巻（号）、開
始-終了ページ
(3)学会名、開催都市

(1)(2)著者、編者名
(3)発表者（発表者は
○印）

発行・発表年月

（１）著作

1

2

3

（２）論文

1

2

3

（３）学会発表

1

2

3

（４）その他

1 単著
日本リハビリテーションン
連携科学学会、p78、1
（１）

臼倉京子 2015.1

2 単著
地域ケアリング、17(2)、
p62-63

臼倉京子 2015.11

3

２．競争的資金等の研究

研究期間

1 2015.4～2016.3

2

3

３．教育業績

講義・演習・実習・論文指導等の名称 期間

（１）講義

1 2015.6～2015.8

2 2015.6～2015.8

3 2015.10～2016.2

（２）演習

1 2015.10～2015.12

該当なし

身体機能領域作業療法学、日常生活活動学、生活環境技術学

博士（リハビリテーション科学

群馬大学医療技術短期大学部作業療法学科、筑波大学大学院修士課程教育研究科カウンセリング専攻、筑波大学
大学院人間総合科学研究科生涯発達科学専攻（博士後期課程）

横浜市南部地域療育センター診療所訓練科、埼玉県障害者リハビリテーションセンター医療局医療部作業療法科技
師、埼玉県福祉機器展示場技師、埼玉県総合リハビリテーションセンター医療局リハビリテーション部作業療法科主
任、埼玉県立大学保健医療福祉学部作業療法学科准教授

日本リハビリテーション連携科学学会、日本作業療法士協会、埼玉作業療法士協会、日本作業療法研究会、日本
シーティング協会

研究名、研究代表者・研究分担者の別

該当なし

該当なし

要介護者の能力の活用を目指したリハビ
リテーション連携について

基本動作能力に応じた介助方法の分類

競争的資金等の名称

文部科学省・日本学術振興会科学研究費補助金（基盤研究
C）

介護老人保健施設における福祉用具貸与に向
けた基本動作能力別の福祉用具の効果検証

生活環境技術の概論

生活機能作業療法特講
移乗技術、住宅改修演習など日常生活活動・生活環境に関する支
援について演習を行った。

日常生活活動評価学
日常生活活動の評価の概論と技術。授業では評価演習を取り入れ
た。

日常生活活動学
日常生活活動学の概論。授業では片麻痺体験を用い、動作の分析
などを実際に行った。

概要（教育内容・方法等において工夫した点）

生活環境技術学



2 2015.10～2016.2生活環境技術学演習 住宅改修について、事例演習を行った。



3 2015.10～2016.2

（３）実習

1 2015.4～2015.8

2 2015.4～2015.7

2015.4～2015.7

2016.2～2016.3

3 2015.7～2015.10

（４）論文指導

1 2015.4～2015.12

2 2015.4～2016.3

3

（５）その他

1 2015.4～2016.3

2

3

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会等の講師

講演会、研修会等の名称 主催 講演、研修等のテーマ 開催年月

1
筑波大学大学院リ
ハビリテーション
コース同窓会

2015.6

2 越谷市 2016.2

3

（２）国、自治体、財団法人等における委員等

国、自治体、財団法人等の名称 委員等の名称 任期

1 2015.6～2016.3

2 2015.4～2016.3

3 2015.4～2016.3

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

1

2

3

５．学内運営（委員会委員）

1

2

　

　

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

1

７．特許の保有状況

特許名 特許番号 登録年月

1

８．特記事項

該当なし

埼玉作業療法研究機関誌編集委員

研究職・教育職への道

住宅改修の基礎知識 トイレの改修を中心に
越谷市介護保険住宅改修研修会および
受領委任払い説明会

臨地実習Ⅱ-1

卒業研究指導

担当学生の実習期間中の指導・支援を行った。

該当なし

該当なし

臨床作業療法演習 更衣動作を例に作業療法演習を行った。

就職対策部会　部会員

該当なし

日本リハビリテーション連携科学学会 日本リハビリテーション連携科学学会編集委員

埼玉作業療法研究

SPU編集委員会 SPU編集委員会

主指導3名（3年生）

日常生活活動学実習
疾患ごとのADL支援実習。授業を午前・午後の2回講行い、少人数
グループで実習の機会を増やした。

IPW実習 教員FTとして6名の学生の実習指導を行った。

卒業研究指導 主指導3名（4年生）

　

臨地実習Ⅱ-2

臨地実習Ⅰ-1

担当学生の実習期間中の指導・支援を行った。

担当学生の実習期間中の指導・支援を行った。

就職活動履歴書・面接指導 4年生の就職に関する履歴書の添削指導、面談指導を行った。

学生支援委員会　委員

　

筑波大学大学院リハビリテーションコース
同窓会ミニシンポジウムシンポジスト


